


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一号 29.5 11（37％） 0（0％）
二号 50 23（46％） 0（0％）
三号 40.5 8.5（21％） 0（0％）
四号 41 9（22％） 10（24％）
五号 26 2（8％） 5（19％）
六号 19 1（5％） 10（53％）
七号 25 0（0％） 25（100％）
合計 231 54.5（24％） 50（22％）
921（390）
板
六
合
叢
談
』
の
よ
う
に
新
聞
・
雑
誌
の
中
間
的
な
性
質
だ
っ
た
が
、
最
後
に
は
ニ
ュ
ー
ス
が
消
滅
し
純
粋
な
雑
誌
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
全
七
巻
の
内
容
を
分
析
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
伝
記
・
歴
史
（
英
、
米
国
史
等
）
七
二
頁
（
三
一
％
）、
②
理
科
系
（
天
文
学
系
、
生
物
の
分
類
等
）
六
九
頁
（
三
〇
％
）、
③
ニ
ュ
ー
ス
（
米
国
の
南
北
戦
争
、
中
国
の
太
平
天
国
の
乱
等
）
五
四
・
五
頁
（
二
四
％
）、
④
世
界
各
地
の
風
俗
等
（
ロ
ン
ド
ン
で
の
生
活
等
）
二
一
頁
（
九
％
）、
⑤
社
会
科
学
系
（
保
険
の
し
く
み
）
九
・
五
頁
（
四
％
）。
　
以
上
の
よ
う
に
伝
記
・
歴
史
と
理
科
系
の
記
事
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
誌
は
英
国
人
宣
教
師
に
よ
る
編
集
の
た
め
、
英
国
史
の
占
め
る
割
外
が
高
く
、
風
俗
的
記
事
も
英
国
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
こ
の
『
官
板
中
外
襍
誌
』
が
官
板
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、
当
時
世
界
一
の
大
国
で
あ
っ
た
英
国
に
関
す
る
知
識
・
情
報
の
収
集
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
世
界
史
的
な
記
事
は
多
い
が
、
世
界
各
地
の
情
報
な
ど
い
わ
ゆ
る
地
理
的
内
容
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
当
時
の
日
本
人
の
需
要
に
合
わ
な
い
。
本
誌
は
約
二
三
×
一
六
㎝
で
表
紙
は
薄
く
無
地
、
返
り
点
の
み
で
送
り
仮
名
も
な
い
漢
文
で
あ
る
。
奥
付
に
幕
府
御
用
達
書
肆
で
あ
る
萬
屋
兵
四
郎
の
名
が
印
字
さ
れ
て
い
る
が
、
量
販
雑
誌
と
い
う
趣
は
な
い
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
部
数
も
『
官
板
六
合
叢
談
』
よ
り
少
な
く
、
恐
ら
く
知
識
層
に
し
か
流
布
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
遐
邇
貫
珍
』
を
通
し
、
西
洋
に
関
す
る
簡
潔
な
情
報
や
学
問
的
知
識
を
雑
誌
に
よ
り
供
与
で
き
る
こ
と
に
気
づ
い
た
幕
府
は
、『
六
合
叢
談
』、『
中
外
襍
誌
』
を
官
板
で
刊
行
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
教
養
雑
誌
の
類
で
あ
り
、
ま
ず
は
知
識
層
に
西
洋
的
な
世
界
観
を
提
示
し
、
彼
ら
の
知
的
水
準
向
上
を
狙
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
清
国
で
宣
教
師
が
行
な
っ
た
、
伝
統
的
世
界
観
の
打
破
を
、
ま
ず
は
幕
府
が
知
識
層
相
手
に
試
み
た
と
言
え
る
。
三
　『
官
板
玉
石
志
林
』
の
雑
誌
的
性
質
　
一
八
五
六
年
に
洋
学
所
が
発
足
し
た
時
点
で
全
国
か
ら
卓
越
し
た
洋
学
者
が
召
集
さ
れ
た
が
、
当
初
か
ら
第
一
人
者
と
目
さ
れ
て
い
た
の
が
箕
作
阮
甫
で
あ
っ
た
。
阮
甫
は
数
多
く
の
洋
書
を
翻
訳
し
、
洋
学
の
発
達
ひ
い
て
は
日
本
に
お
け
る
学
問
の
発
達
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
官
板
を
多
く
手
掛
け
た
こ
と
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
洋
学
所
員
、
幕
臣
と
し
て
忠
勤
し
た
。
阮
甫
の
活
動
時
期
は
、
幕
府
に
よ
る
洋
学
管
理
体
制
が
確
立
し
始
め
た
頃
で
あ
り
、
幕
藩
体
制
の
揺
ら
ぎ
も
ま
だ
そ
こ
ま
で
激
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
政
治
状
況
も
手
伝
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
柳
河
春
三
の
場
合
は
正
式
に
洋
学
所
の
教
授
に
な
っ
た
の
が
一
八
六
四
年
で
、
幕
藩
体
制
が
磐
石
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
頃
で
あ
る
。
幕
府
が
弱
体
化
し
、
洋
学
所
が
担
当
し
て
い
た
洋
学
統
制
（
草
稿
検
閲
）
も
頓
挫
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
当
事
者
な
ら
十
分
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
風
潮
に
背
中
を
押
さ
れ
、
加
え
て
日
本
が
世
界
の
舞
台
に
登
場
す
る
中
で
、
知
識
人
た
ち
の
中
に
は
自
ら
の
西
洋
知
識
を
開
示
し
、
世
の
た
め
に
役
立
て
る
べ
き
だ
と
考
え
る
者
も
出
て
き
た
と
推
察
さ
れ
る
。
洋
学
所
設
立
時
に
頭
取
の
古
賀
謹
一
郎
た
ち
は
、
細
微
な
点
ま
で
幕
閣
に
伺
い
を
立
て
つ
つ
設
立
幕
末
に
お
け
る
「
雑
誌
」
誕
生
と
啓
蒙
（391）920
準
備
を
進
め
て
い
た
。
慶
応
期
に
は
洋
学
所
の
教
授
陣
は
ほ
ぼ
皆
幕
臣
に
取
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
国
内
の
情
勢
も
混
沌
と
し
、
幕
閣
も
洋
学
所
に
厳
し
く
目
を
光
ら
せ
る
余
裕
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
教
授
陣
が
自
己
判
断
で
活
動
で
き
る
領
域
も
広
が
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
柳
河
が
翻
訳
者
、
校
閲
者
な
ど
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
立
場
で
準
官
板
）
41
（
と
言
え
る
書
籍
・
雑
誌
の
制
作
に
励
む
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、
そ
う
し
た
時
代
背
景
が
あ
っ
た
。
　
先
述
の
よ
う
に
雑
誌
が
日
本
で
誕
生
し
た
経
緯
に
つ
い
て
朝
倉
）
42
（
は
「
オ
ラ
ン
ダ
の
雑
誌
輸
入
と
そ
の
解
読
」
に
始
ま
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
蘭
字
雑
誌
と
はN
ederlandsch m
）
43
（
agazijn
、
邦
題
『
荷
蘭
宝
凾
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
六
三
年
ご
ろ
『
官
板
玉
石
志
林
）
44
（
』
と
し
て
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
箕
作
阮
甫
を
中
心
と
す
る
洋
学
所
職
員
が
翻
訳
し
た
も
の
で
、内
容
は
地
理
・
気
候
・
歴
史
・
電
気
・
工
芸
、
海
外
事
情
、
科
学
関
係
記
事
等
、
多
岐
に
亘
る
。
一
八
五
七
年
ご
ろ
に
は
月
刊
雑
誌
と
し
て
出
版
す
る
計
画
が
あ
っ
た
が
果
た
さ
れ
ず
）
45
（
、
訳
稿
が
再
編
集
さ
れ
て
書
籍
『
官
板
玉
石
志
林
』
と
し
て
世
に
出
た
）
46
（
。
こ
の
よ
う
に
定
期
刊
行
誌
と
し
て
発
刊
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
雑
誌
と
認
識
さ
れ
難
い
が
、
原
誌
は
雑
誌
で
あ
り
、
種
々
の
無
関
係
な
記
事
の
収
集
で
あ
る
点
に
そ
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。『
官
板
六
合
叢
談
』、『
官
板
中
外
襍
誌
』
が
そ
れ
よ
り
先
に
官
板
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
西
洋
の
雑
誌
か
ら
西
洋
の
情
報
を
直
接
導
入
す
る
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
原
誌
は
大
衆
向
け
雑
誌
で
あ
り
布
教
目
的
で
は
な
い
。
原
誌
と
比
較
し
て
は
い
な
い
が
そ
の
意
味
で
削
除
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
誌
は
約
二
五
×
一
七
㎝
ほ
ど
で
上
記
官
板
雑
誌
よ
り
大
判
で
、
体
裁
は
書
籍
で
あ
る
。
一
枚
紙
の
裏
表
印
刷
で
、
一
巻
五
〇
丁
近
く
あ
る
た
め
表
紙
に
は
丈
夫
な
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
活
字
も
読
み
や
す
く
和
文
調
で
、
難
読
字
は
片
仮
名
ル
ビ
付
き
で
あ
り
、
読
点
も
施
さ
れ
、
固
有
名
詞
、
普
通
名
詞
と
も
片
仮
名
用
語
に
は
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
適
宜
挿
絵
が
入
る
な
ど
読
み
易
さ
に
対
す
る
配
慮
は
先
述
の
『
官
板
六
合
叢
談
』、『
官
板
中
外
襍
誌
』
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
西
洋
知
識
の
受
け
手
の
裾
野
拡
大
に
配
慮
し
始
め
た
と
推
察
さ
れ
る
。
　
『
官
板
玉
石
志
林
』
の
詳
細
な
研
究
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
の
で
、
上
記
と
同
様
に
内
容
を
分
析
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
①
世
界
各
地
の
風
俗
等
（
熊
猟
、
ロ
バ
レ
ー
ス
等
）
一
一
六
頁
（
三
〇
％
）
47
（
）、
②
伝
記
・
歴
史
（
ガ
リ
レ
オ
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
等
）
一
〇
六
頁
（
二
七
％
）、
③
地
理
関
係
（
小
笠
原
諸
島
、
黒
海
等
）
九
二
頁
（
二
三
％
）、
④
理
科
系
（
琺
瑯
、
北
光
等
）
五
六
頁
（
一
四
％
）、
⑤
道
徳
的
逸
話
（
人
を
羨
む
こ
と
に
つ
い
て
等
）
九
頁
（
二
％
）。
　
世
界
各
地
の
風
俗
、
地
理
、
歴
史
、
及
び
理
科
系
の
知
識
等
、
互
い
に
関
係
の
な
い
記
事
が
脈
絡
な
く
並
ん
で
い
る
。
大
半
が
オ
ラ
ン
ダ
の
雑
誌
『
荷
蘭
宝
凾
』
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
雑
誌
や
本
か
ら
採
録
し
、
満
遍
な
く
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
知
識
を
供
与
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州
中
心
で
あ
る
が
、
前
述
の
『
官
板
中
外
襍
誌
』
と
違
い
、
様
々
な
国
に
関
す
る
題
材
を
採
り
上
げ
て
い
る
。
原
誌
の
年
代
は
『
荷
蘭
宝
凾
』
の
場
合
は
一
八
五
五
年
が
多
い
が
、
他
の
典
拠
の
中
で
最
古
の
も
の
は
一
八
二
二
年
に
遡
る
。
つ
ま
り
色
々
な
典
拠
に
当
た
り
、
有
益
919（392）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
記
事
を
採
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
積
極
的
な
意
志
が
感
じ
ら
れ
、
洋
学
者
た
ち
が
目
標
に
設
定
し
た
知
識
レ
ベ
ル
が
伺
え
る
。
主
な
原
誌
『
荷
蘭
宝
凾
』
は
現
地
で
は
大
衆
紙
で
あ
り
、
そ
こ
で
一
般
に
読
ま
れ
て
い
る
も
の
を
日
本
で
も
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
が
も
つ
知
識
・
情
報
量
を
欧
米
人
の
そ
れ
と
近
づ
け
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
清
国
雑
誌
の
邦
版
よ
り
も
読
者
層
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
や
や
無
理
が
あ
り
、
あ
ま
り
初
歩
的
と
は
言
え
な
い
内
容
の
記
事
も
含
ま
れ
て
い
る
。
同
じ
く
オ
ラ
ン
ダ
人
発
行
に
よ
る
『
官
板
バ
タ
ビ
ヤ
新
聞
』
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
が
）
48
（
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
人
向
け
で
あ
り
、
日
本
人
の
当
時
の
知
識
水
準
が
欧
州
人
の
そ
れ
に
劣
る
の
は
仕
方
あ
る
ま
い
。
創
刊
は
『
官
板
六
合
叢
談
』
が
一
八
五
八
、
九
年
頃
、
そ
れ
に
続
く
『
官
板
中
外
襍
誌
』
が
一
八
六
二
年
、『
官
板
玉
石
志
林
』
が
一
八
六
三
年
、
と
相
次
い
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
四
　
柳
河
春
三
の
『
西
洋
雑
誌
』
　
上
記
の
輸
入
誌
翻
訳
に
よ
る
官
板
雑
誌
刊
行
を
経
て
、
日
本
人
が
初
め
て
発
行
し
た
雑
誌
と
さ
れ
る
の
が
、
柳
河
春
三
編
著
『
西
洋
雑
誌
』（
一
八
六
七
│
九
）
49
（
）
で
あ
る
。
柳
河
は
洋
学
所
教
授
で
一
八
六
三
│
七
年
に
作
成
さ
れ
た
翻
訳
筆
写
新
聞
の
中
心
人
物
で
、
一
八
六
二
年
の
官
板
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
編
集
に
も
参
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
年
の
『
官
板
バ
タ
ビ
ヤ
新
聞
』、『
官
板
海
外
新
聞
』
の
発
行
に
も
参
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
同
時
期
の
『
官
板
六
合
叢
談
』、『
官
板
中
外
襍
誌
』
の
編
集
に
も
関
わ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
漢
文
雑
誌
の
翻
刻
制
作
に
関
与
す
る
こ
と
で
雑
誌
と
は
何
か
を
知
り
、
雑
誌
創
刊
の
構
想
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
不
定
期
な
時
期
も
あ
っ
た
が
、『
西
洋
雑
誌
』
は
基
本
的
に
月
刊
誌
で
あ
り
、
柳
河
は
同
誌
創
刊
の
辞
で
、「
西
洋
諸
国
月
々
出
板
マ
ガ
セ
イ
ン 
新
聞
紙
の
類 
の
如
く
。
広
く
天
下
の
奇
説
を
集
め
て
。
耳
目
を
新
に
せ
ん
が
為
な
れ
バ
。
諸
学
科
ハ
勿
論
。
百
工
の
技
芸
に
至
る
ま
で
世
の
益
と
な
る
べ
き
事
の
訳
説
。
宜
く
加
入
す
べ
き
も
の
あ
ら
バ
。
吝
惜
無
く
寄
贈
し
玉
へ
）
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と
述
べ
て
、
同
誌
の
趣
旨
説
明
を
し
て
い
る
。
学
問
的
、
実
用
的
な
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
伝
え
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
し
、
寄
稿
を
募
っ
て
い
る
点
も
目
新
し
い
。
「
雑
誌
」
と
い
う
名
称
は
江
戸
時
代
に
は
随
筆
の
題
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
西
洋
のm
agazine
の
訳
語
と
し
て
「
志
林
」
で
は
な
く
「
雑
誌
」
と
い
う
言
葉
を
敢
え
て
用
い
た
の
は
、
先
行
し
た
『
官
板
玉
石
志
林
』
と
の
違
い
を
打
ち
出
し
、
新
種
の
刊
行
物
を
出
す
と
い
う
意
思
の
現
わ
れ
と
推
察
さ
れ
る
。
雑
誌
と
い
う
存
在
は
ま
だ
周
知
の
も
の
で
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
初
め
て
海
外
雑
誌
に
倣
っ
た
、
純
粋
に
日
本
産
の
雑
誌
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
　
第
一
編
刊
行
の
一
八
六
七
年
は
『
官
板
玉
石
志
林
』
か
ら
四
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
輸
入
雑
誌
の
邦
版
が
途
切
れ
た
一
八
六
四
年
は
柳
河
が
洋
学
所
教
授
に
な
っ
た
年
で
あ
り
、
名
実
と
も
に
教
授
陣
を
統
轄
で
き
る
立
場
に
立
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
同
誌
は
柳
河
の
経
営
す
る
書
肆
で
あ
る
開
物
社
の
刊
行
で
あ
る
が
、
洋
学
所
教
授
陣
も
寄
稿
す
る
な
ど
官
板
雑
誌
の
穴
を
埋
め
る
準
官
板
と
言
え
る
。
幕
末
に
お
け
る
「
雑
誌
」
誕
生
と
啓
蒙
（393）918
同
じ
く
柳
河
発
行
の
準
官
板
『
中
外
新
聞
』
よ
り
も
創
刊
が
早
い
た
め
、「
西
洋
諸
国
に
ハ
新
聞
紙
局
あ
り
て
。
公
私
の
報
告
。
市
井
の
風
説
を
集
め
。
或
は
毎
月
。
或
ハ
毎
七
日
。
或
ハ
毎
日
こ
れ
を
印
行
し
て
。
互
に
新
報
を
得
る
を
競
ふ
）
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と
、
ま
ず
は
新
聞
の
概
念
説
明
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
前
年
に
柳
河
の
友
人
で
も
あ
る
福
澤
諭
吉
が
出
版
し
た
『
西
洋
事
情
』
か
ら
情
報
を
得
て
い
る
こ
と
は
文
言
の
類
似
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
学
問
的
知
識
を
与
え
る
定
期
刊
行
誌
の
存
在
も
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。「
諸
学
科
の
社
中
に
も
。
毎
月
出
版
の
叢
書
あ
り
て
。
新
発
明
の
説
を
泄
さ
ず
集
録
し
。
速
に
同
社
に
伝
ふ
る
を
以
て
。
学
術
の
日
々
に
開
く
る
事
極
め
て
速
な
り
。」。
こ
れ
は
今
日
で
言
う
学
術
雑
誌
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
発
刊
す
る
の
は
時
事
的
な
新
聞
と
は
違
い
、
学
問
的
、
日
常
的
知
識
の
供
給
源
で
あ
る
こ
と
を
、「
諸
学
科
の
新
説
ハ
さ
ら
な
り
。
日
用
便
宜
の
方
法
等
を
集
め
て
。
海
内
の
同
好
に
頒
た
ん
と
欲
す
。」
と
伝
え
る
。
　
次
に
全
部
で
六
巻
出
て
い
る
『
西
洋
雑
誌
』
の
内
容
を
上
記
に
倣
い
分
析
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
世
界
各
国
の
紹
介
（
西
洋
諸
国
帝
王
列
伝
等
）
五
四
頁
（
三
三
％
）、
②
理
科
系
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
等
）
三
七
頁
（
二
二
％
）、
③
世
界
各
地
の
風
俗
等
（
暦
、
酒
の
話
等
）
三
五
頁
（
二
一
％
）、
④
社
会
科
学
系
（
特
許
の
話
）
一
八
頁
（
一
一
％
）
伝
記
・
歴
史
（
シ
ー
ボ
ル
ト
等
）
一
二
頁
（
七
％
）、
⑤
道
徳
的
逸
話
（
学
問
の
大
切
さ
）
四
頁
（
二
％
）。
　
や
は
り
①
③
の
よ
う
に
世
界
各
国
の
紹
介
記
事
が
多
い
。
伝
記
な
ど
は
割
合
少
な
い
が
、『
官
板
中
外
襍
誌
』
で
も
一
度
だ
け
取
上
げ
ら
れ
た
社
会
科
学
系
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
洋
学
所
教
授
職
並
神
田
孝
平
の
巻
四
へ
の
寄
稿
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
の
雑
誌
の
た
め
の
書
き
下
ろ
し
で
、
特
許
に
つ
い
て
の
本
邦
初
の
論
文
で
あ
る
）
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特
許
局
開
設
の
主
張
も
含
め
た
本
格
的
論
文
で
、
後
に
神
田
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
明
六
社
の
『
明
六
雑
誌
』
の
啓
蒙
的
記
事
に
類
す
る
、
西
洋
紹
介
か
ら
一
歩
前
進
し
た
内
容
で
あ
る
。
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
巻
一
「
国
を
富
ま
す
に
は
先
づ
学
術
を
開
く
べ
き
の
論
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
わ
ば
同
誌
発
刊
の
趣
旨
表
明
で
あ
り
、
恐
ら
く
柳
河
著
（
訳
）
で
あ
る
。
ま
ず
「
物
産
を
開
く
こ
と
を
以
て
富
国
の
第
一
義
と
す
る
」
と
富
国
の
条
件
づ
け
を
す
る
が
、
そ
れ
に
は
「
無
学
無
術
」
で
は
「
費
多
く
て
功
少
な
し
」
と
断
言
し
て
「
蒙
」
を
否
定
し
学
問
を
推
奨
す
る
。
特
に
重
学
（
機
械
学
）
と
化
学
（
分
析
学
）
を
「
専
門
書
」
で
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
る
。
他
に
も
「
金
石
学
、
植
物
学
、
動
物
学
、
百
工
製
造
術
」
な
ど
実
用
的
諸
科
学
の
重
要
性
が
力
説
さ
れ
、
新
時
代
の
学
問
的
発
展
へ
の
指
標
が
示
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
別
の
意
味
で
注
目
す
べ
き
は
、
巻
三
「
万
国
暦
元
考
略
」
で
、
西
暦
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
に
、「
西
洋
諸
国
の
教
祖
」
と
し
て
「
キ
リ
ス
ト
」
に
言
及
し
て
い
る
。
肯
定
も
否
定
も
し
て
は
い
な
い
が
、
柳
河
は
幕
府
が
禁
止
し
続
け
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
、
そ
れ
が
西
洋
人
の
精
神
の
根
源
に
あ
る
こ
と
を
敢
え
て
隠
そ
う
と
は
し
な
い
）
53
（
。
表
層
部
分
の
み
の
西
洋
文
化
導
入
で
は
真
の
西
洋
化
は
叶
わ
な
い
、
と
い
う
意
識
が
根
底
に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
　
『
官
板
中
外
襍
誌
』、『
官
板
玉
石
志
林
』
と
比
較
し
て
気
付
く
の
は
、
そ
れ
ら
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
世
界
各
国
の
現
状
、
強
弱
関
係
と
い
っ
た
記
事
の
多
さ
で
あ
る
。
海
外
情
報
を
渇
望
す
る
日
本
人
向
け
雑
誌
な
ら
で
は
の
記
917（394）
事
選
定
と
言
え
る
。
一
方
、
ニ
ュ
ー
ス
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
翻
訳
筆
写
新
聞
を
出
す
な
ど
新
聞
と
い
う
媒
体
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
柳
河
だ
か
ら
こ
そ
、
新
聞
と
は
別
媒
体
で
あ
る
雑
誌
を
作
ろ
う
と
意
識
し
た
上
で
の
編
集
で
あ
る
。『
官
板
玉
石
志
林
』
に
は
寺
子
屋
で
の
学
習
経
験
し
か
な
い
日
本
人
に
は
、
理
解
し
難
い
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、『
西
洋
雑
誌
』
で
は
記
事
の
種
類
を
問
わ
ず
ほ
と
ん
ど
ど
の
記
事
も
、
予
備
知
識
の
な
い
人
々
の
た
め
に
一
か
ら
説
明
す
る
と
い
う
姿
勢
が
見
え
る
。
今
後
益
々
西
洋
の
進
ん
だ
学
問
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
知
識
層
だ
け
で
な
く
庶
民
の
知
的
水
準
の
上
昇
も
必
要
だ
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
表
記
方
法
の
違
い
に
も
表
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
『
官
板
六
合
叢
書
』、『
官
板
中
外
襍
誌
』
で
は
原
誌
の
漢
文
に
訓
点
を
施
し
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
知
識
層
な
ら
問
題
な
く
読
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
寺
子
屋
で
仮
名
読
み
教
育
し
か
受
け
て
い
な
い
庶
民
に
は
難
し
い
。
こ
れ
が
『
官
板
玉
石
志
林
』
に
な
る
と
和
文
に
な
り
、『
西
洋
雑
誌
』
に
も
和
文
調
が
引
継
が
れ
た
が
、
こ
う
し
た
点
に
も
編
集
側
の
想
定
読
者
層
が
伺
わ
れ
る
。
知
識
層
で
な
く
と
も
読
め
る
よ
う
内
容
、
体
裁
と
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
行
雑
誌
類
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
初
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
以
上
、
官
板
と
し
て
先
に
刊
行
さ
れ
た
清
国
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
輸
入
雑
誌
の
邦
版
、
そ
れ
を
受
け
て
日
本
人
が
発
行
し
た
初
の
雑
誌
を
内
容
・
形
態
面
か
ら
検
討
し
た
。
ま
ず
雑
誌
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
日
本
に
清
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
雑
誌
が
、
科
学
的
記
事
な
ど
雑
多
な
記
事
を
掲
載
す
る
、
新
聞
と
は
似
て
非
な
る
定
期
刊
行
物
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
布
教
と
い
う
使
命
を
帯
び
た
も
の
だ
っ
た
た
め
、
幕
府
は
内
部
検
閲
を
し
て
キ
リ
ス
ト
教
関
連
箇
所
を
削
除
し
て
か
ら
発
行
し
た
。
翻
刻
す
る
上
に
内
容
吟
味
・
削
除
も
加
わ
り
煩
瑣
な
作
業
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
雑
誌
は
キ
リ
ス
ト
教
に
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
が
、
半
世
紀
以
上
前
の
雑
誌
か
ら
採
録
し
た
記
事
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
日
本
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
記
事
内
容
を
、
手
間
を
か
け
て
探
し
集
積
し
た
結
果
の
邦
版
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
雑
誌
は
短
い
文
章
で
西
洋
の
文
物
や
進
ん
だ
学
問
を
紹
介
す
る
の
に
便
利
で
あ
っ
た
が
、
輸
入
誌
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
・
翻
刻
す
る
だ
け
で
出
版
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
編
集
作
業
を
す
る
中
で
、
独
自
の
雑
誌
の
発
行
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
踏
ま
え
て
誕
生
し
た
『
西
洋
雑
誌
』
は
、
日
本
人
の
知
的
レ
ベ
ル
、
当
時
の
日
本
人
の
興
味
・
関
心
を
把
握
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
創
刊
で
き
た
、
日
本
人
に
照
準
を
合
わ
せ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
日
本
人
に
よ
る
雑
誌
は
『
西
洋
雑
誌
』
創
刊
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
が
事
実
だ
と
し
て
も
、
外
国
誌
か
ら
の
流
れ
、
さ
ら
に
は
随
筆
的
雑
文
集
か
ら
の
流
れ
が
一
点
に
集
約
さ
れ
て
『
西
洋
雑
誌
』
が
誕
生
し
た
、
と
そ
の
経
緯
を
明
示
す
べ
き
で
あ
る
。
文
化
的
諸
要
素
は
突
然
発
生
す
る
も
の
で
な
く
、
人
々
が
継
承
し
改
変
し
つ
つ
次
世
代
へ
と
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
雑
誌
に
関
し
て
も
そ
の
前
段
階
が
な
け
れ
ば
『
西
洋
雑
誌
』
は
誕
生
し
な
か
っ
た
。
加
え
て
そ
の
誕
生
時
は
、
刊
行
物
の
読
者
が
次
第
に
増
え
て
き
た
時
期
で
あ
っ
た
。
幕
府
は
洋
学
統
制
の
目
的
で
幕
末
に
翻
訳
書
の
草
稿
検
閲
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
規
則
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
検
閲
だ
け
に
依
存
す
幕
末
に
お
け
る
「
雑
誌
」
誕
生
と
啓
蒙
（395）916
る
の
は
や
め
て
自
ら
官
板
を
出
版
す
る
よ
う
に
な
っ
た
）
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雑
誌
出
版
の
分
野
で
は
、
官
板
出
版
の
た
め
の
内
部
検
閲
か
ら
準
官
板
雑
誌
発
行
と
い
う
上
記
と
は
少
し
異
な
る
経
路
を
辿
っ
た
が
、
最
初
か
ら
全
て
幕
府
洋
学
所
の
管
轄
下
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
雑
誌
の
利
用
価
値
が
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
　
雑
誌
が
幕
末
の
啓
蒙
に
果
た
し
た
役
割
　
上
記
の
よ
う
に
『
西
洋
雑
誌
』
は
清
国
、
オ
ラ
ン
ダ
と
い
う
江
戸
時
代
に
交
易
の
あ
っ
た
二
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
雑
誌
を
参
考
と
し
、
庶
民
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
新
聞
・
雑
誌
等
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
発
展
の
基
礎
に
は
社
会
構
造
の
変
化
、
大
衆
社
会
の
出
現
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
）
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当
時
の
日
本
は
、
大
衆
社
会
が
出
現
し
た
と
は
ま
だ
言
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
開
国
し
武
士
の
み
な
ら
ず
庶
民
の
中
に
も
知
識
や
情
報
を
求
め
る
者
が
増
え
て
き
た
。
柳
河
が
『
西
洋
雑
誌
』
を
発
刊
し
た
際
に
も
、
読
み
易
く
幅
広
い
テ
ー
マ
の
記
事
を
集
め
て
人
々
に
西
洋
に
関
す
る
知
識
を
提
供
す
る
、
と
い
う
啓
蒙
意
識
が
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
漢
文
に
馴
染
み
の
な
い
庶
民
ま
で
も
、
読
者
層
に
想
定
し
た
作
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
柳
河
の
そ
の
目
的
意
識
は
『
西
洋
雑
誌
』
以
前
に
も
遡
る
こ
と
が
著
作
類
か
ら
伺
え
る
。
初
め
て
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
た
の
は
一
八
六
一
年
に
出
さ
れ
た
『
横
浜
繁
盛
記
）
56
（
』
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
随
筆
の
趣
も
残
し
て
い
る
が
、
西
洋
に
関
す
る
話
題
を
呈
し
な
が
ら
、
西
洋
の
文
物
や
文
化
に
つ
い
て
の
説
明
を
織
り
交
ぜ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
横
浜
の
紹
介
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
日
本
人
に
は
ま
だ
馴
染
の
な
い
西
洋
の
紹
介
を
そ
の
趣
旨
と
す
る
。
目
次
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
蕃
船
入
津
」（
三
頁
）、「
蕃
客
学
語
」（
三
頁
）、「
港
崎
」（
一
二
頁
）、「
洋
人
歌
曲
」（
二
頁
）、「
外
蕃
官
吏
」（
四
頁
）、「
舶
来
書
籍
」（
二
頁
）、「
洋
画
」
（
三
頁
）、「
玻ビイ
ド
ロ瓈
及
金ジヤ
マ
ン
ト
剛
石
」（
五
頁
）、「
虎
」（
二
頁
）。
　
互
い
に
内
容
的
に
あ
ま
り
関
連
の
な
い
雑
多
な
題
目
に
つ
い
て
手
短
に
説
明
を
し
て
い
る
点
は
『
西
洋
雑
誌
』
と
似
通
う
。
結
局
刊
行
さ
れ
た
の
は
こ
の
一
編
の
み
で
あ
っ
た
が
、
巻
末
に
「
近
刻
二
編
」
と
付
記
さ
れ
て
お
り
、
二
編
が
出
る
予
定
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
予
告
さ
れ
た
二
編
の
題
目
は
「
賽ソン
日ダク
日
曜
日
、
賭カケ
乗ノリ
、
転タマ
珠ツ
キ盤
、
将
棋
、
自オ
ル鳴
琴ゴル
、
写
真
鏡
、
電エレ
キ
テ
ル
気
器
、
伝テレ
ガ
ラ
フ
信
機
、
馬
車
、
踊
舞
、
葬
式
、
回クワ
禄ジ
、
幻テジ
技ナ
、
牛
肉
舗
、
酒
食
庖
厨
、
綿
ラ
シ
ャ
メ
ン羊
洋
客
之
妾
、
付
横
浜
地
図
」
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
開
国
直
後
の
段
階
で
は
ま
だ
馴
染
み
の
薄
い
西
洋
の
文
物
で
あ
る
。
将
棋
（
西
洋
）
や
写
真
鏡
は
後
に
独
立
し
た
書
籍
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
が
）
57
（
、
こ
う
し
た
多
彩
な
項
目
か
ら
成
る
雑
文
集
を
継
続
し
て
出
す
意
図
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
福
澤
諭
吉
の
『
西
洋
事
情
』
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
が
、
柳
河
著
作
中
、
最
も
早
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
、
啓
蒙
目
的
の
雑
誌
の
試
作
と
も
言
え
る
。
　
一
方
、『
西
洋
雑
誌
』
創
刊
の
翌
一
八
六
八
年
に
柳
河
は
『
万
国
新
話
）
58
（
』
を
出
版
し
た
。
こ
れ
は
書
籍
や
他
者
の
海
外
見
聞
か
ら
得
た
様
々
な
西
洋
知
識
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
記
で
挙
げ
た
諸
誌
を
見
る
と
雑
誌
は
二
〇
丁
前
後
、
書
籍
は
五
〇
丁
前
後
が
多
い
。
そ
の
点
で
言
え
ば
、『
万
国
新
話
』
は
書
籍
に
類
す
る
。
同
書
は
三
巻
出
版
さ
れ
て
お
り
、
各
巻
の
題
目
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
915（396）
《
巻
一
》
英
国
飛
脚
賃
の
事
、
地
下
蒸
気
道
、
各
国
帝
王
賄
料
、「
ガ
イ
ホ
ー
ク
ス
」
の
話
、
学
校
次
第
に
盛
な
る
話
、
有
名
諸
国
銭
貨
出
入
国
債
等
の
話
、
澳
大
利
亜
、
市
中
取
締
の
事
《
巻
二
》
各
国
議
事
院
人
数
の
表
、
新
奇
な
る
桴
の
話
、
貨
幣
製
造
局
、
学
校
各
種
の
話
、
魯
西
亜
の
話
《
巻
三
》
希
臘
国
、
日
耳
曼
変
革
の
紀
、
日
耳
曼
税
会
、
阿
片
煙
輸
入
の
表
、
暹
羅
　
こ
こ
で
も
無
関
係
な
記
事
を
集
め
た
点
は
雑
誌
に
近
い
作
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
『
西
洋
雑
誌
』
や
輸
入
雑
誌
の
邦
版
と
の
大
き
な
違
い
は
、
社
会
制
度
に
つ
い
て
の
解
説
、
紹
介
が
主
た
る
題
材
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
理
科
系
の
実
用
的
記
事
や
世
界
各
国
に
関
す
る
紹
介
記
事
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
地
下
鉄
な
ど
英
国
の
先
端
技
術
が
驚
き
を
も
っ
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
議
会
、
警
察
、
郵
便
制
度
や
各
種
学
校
（
貧
困
者
の
た
め
、
職
業
訓
練
の
た
め
の
学
校
な
ど
）
等
が
紹
介
さ
れ
、
福
祉
面
の
充
実
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
る
。
新
時
代
に
な
っ
て
新
た
な
社
会
制
度
を
創
出
す
る
必
要
性
か
ら
そ
の
方
面
で
の
知
識
供
給
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
応
え
た
内
容
で
あ
る
。
巻
頭
の
言
を
見
る
と
、
そ
れ
以
前
の
よ
う
に
海
外
の
雑
誌
、
書
籍
か
ら
記
事
を
選
択
し
て
翻
訳
・
抄
訳
し
て
書
籍
や
雑
誌
に
仕
立
て
る
と
い
う
段
階
か
ら
、
記
者
に
よ
る
一
次
情
報
を
も
載
せ
る
段
階
へ
と
一
歩
進
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
柳
河
は
序
文
で
今
回
掲
載
し
き
れ
な
か
っ
た
論
文
は
追
々
掲
載
す
る
と
明
言
し
て
い
る
。
定
期
刊
行
の
意
図
の
有
無
は
不
明
だ
が
、
雑
誌
的
発
行
形
態
へ
の
意
識
が
見
て
取
れ
る
。
　
上
記
『
横
浜
繁
盛
記
』、『
万
国
新
話
』
に
は
定
期
性
が
な
く
雑
誌
で
は
な
い
が
、
内
容
と
し
て
は
啓
蒙
を
目
論
ん
だ
『
西
洋
雑
誌
』
に
類
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
横
浜
繁
盛
記
』、『
西
洋
雑
誌
』、『
万
国
新
話
』
と
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
内
容
面
で
の
変
化
が
顕
著
で
あ
る
。
単
な
る
西
洋
の
習
慣
・
事
物
の
紹
介
だ
っ
た
の
が
次
第
に
社
会
制
度
に
つ
い
て
の
話
題
が
増
加
し
、
説
明
内
容
も
複
雑
化
し
て
い
る
。
西
田
は
明
治
初
年
に
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
を
「
啓
蒙
雑
誌
）
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（
」
と
称
し
た
が
、
こ
の
名
称
は
幕
末
の
雑
誌
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
八
六
八
年
に
政
権
は
交
代
し
た
が
、
庶
民
の
知
識
欲
は
幕
末
開
国
以
降
、
益
々
旺
盛
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
啓
蒙
活
動
は
時
代
を
超
え
て
進
展
、
活
発
化
し
た
の
で
あ
る
。
柳
河
著
作
を
例
に
年
代
を
追
っ
て
そ
の
変
化
の
様
子
を
見
た
が
、
一
口
に
啓
蒙
と
言
っ
て
も
時
の
経
過
と
と
も
に
伝
達
内
容
が
変
化
し
た
の
は
、
当
時
の
急
激
に
変
貌
す
る
社
会
の
推
移
を
反
映
し
た
所
以
で
あ
る
。
　
柳
河
の
活
動
は
一
八
七
〇
年
に
そ
の
死
を
も
っ
て
終
焉
を
迎
え
る
が
、
幕
末
に
種
が
蒔
か
れ
た
啓
蒙
活
動
を
、
そ
の
後
発
展
さ
せ
た
中
心
人
物
は
福
澤
諭
吉
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
近
代
化
は
外
圧
が
契
機
と
な
っ
た
た
め
民
衆
は
近
代
化
を
担
う
主
体
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
啓
蒙
思
想
家
も
概
し
て
民
衆
啓
蒙
の
意
識
が
弱
か
っ
た
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
福
澤
は
民
衆
啓
蒙
を
強
く
意
識
し
て
い
た
、
と
植
手
は
述
べ
て
い
る
）
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。
先
述
の
よ
う
に
柳
河
の
雑
誌
な
ど
、
幕
末
期
に
も
庶
民
に
対
す
る
啓
蒙
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
が
、
当
時
の
大
局
的
目
標
は
単
純
に
西
洋
を
模
倣
し
西
洋
に
追
い
つ
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
寺
子
屋
教
育
し
か
受
け
て
い
な
か
っ
た
庶
民
に
本
格
的
な
学
問
を
授
け
る
前
提
と
し
て
、
西
洋
に
関
す
る
知
識
を
与
え
る
こ
と
、
世
界
の
現
状
を
知
ら
せ
幕
末
に
お
け
る
「
雑
誌
」
誕
生
と
啓
蒙
（397）914
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
主
眼
と
す
る
刊
行
物
の
代
表
と
言
え
る
の
が
福
澤
諭
吉
の
『
西
洋
事
情
』
で
あ
ろ
う
。
福
澤
自
身
「
吾
々
洋
学
者
流
の
目
的
は
、
唯
西
洋
の
事
実
を
明
に
し
て
日
本
国
民
の
変
通
を
促
が
し
、
一
日
も
早
く
文
明
開
化
の
門
に
入
ら
し
め
ん
と
す
る
の
一
言
の
み
）
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（
」
と
明
言
し
て
い
る
し
、
そ
の
た
め
に
俗
語
で
書
い
た
「
無
学
社
会
の
指
南
）
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」
で
あ
る
と
し
、
人
々
を
啓
蒙
す
る
意
志
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
『
西
洋
事
情
』
は
一
つ
の
タ
イ
ト
ル
の
下
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
が
、
巻
相
互
に
刊
行
年
も
隔
た
り
、
内
容
も
幕
末
の
初
期
啓
蒙
か
ら
明
治
啓
蒙
へ
の
変
遷
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
簡
単
な
西
洋
紹
介
か
ら
本
格
的
な
文
明
論
へ
と
移
行
し
て
い
る
。『
西
洋
事
情
』
は
も
ち
ろ
ん
雑
誌
で
は
な
い
が
、
初
編
は
種
々
の
西
洋
文
物
の
紹
介
を
集
め
た
雑
文
集
で
、
『
万
国
新
話
』
に
似
た
、
雑
誌
に
近
似
す
る
書
籍
で
あ
る
。
柳
河
の
活
動
は
こ
の
初
期
啓
蒙
活
動
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、『
西
洋
事
情
』
の
続
編
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
の
本
格
的
啓
蒙
活
動
の
土
台
形
成
に
当
た
る
活
動
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
道
具
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
誕
生
間
も
な
い
雑
誌
と
そ
れ
に
類
す
る
刊
行
物
で
あ
っ
た
。
お
わ
り
に
　
上
記
の
よ
う
に
、
文
明
論
に
行
き
着
く
前
の
西
洋
紹
介
が
、
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
の
初
期
啓
蒙
の
中
心
的
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
伝
播
す
る
役
割
を
果
た
す
た
め
に
雑
誌
と
い
う
形
態
が
徐
々
に
確
立
し
た
と
も
言
え
る
し
、
逆
に
誕
生
し
つ
つ
あ
っ
た
雑
誌
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
開
国
直
後
の
社
会
に
お
い
て
、
揺
籃
期
の
雑
誌
の
長
所
は
、
①
読
書
習
慣
が
無
い
人
々
に
、
多
様
な
題
材
を
手
短
に
平
易
な
表
現
、
内
容
で
提
供
で
き
る
、
②
読
者
は
興
味
を
も
っ
た
記
事
だ
け
読
み
、
そ
の
後
の
読
書
に
つ
な
げ
た
り
実
用
に
役
立
て
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
③
定
期
的
に
発
行
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
々
の
需
要
に
合
う
内
容
を
次
々
と
採
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
概
括
で
き
る
。
新
聞
の
よ
う
な
時
事
性
、
迅
速
性
は
求
め
ら
れ
な
い
が
、
書
籍
に
は
な
い
回
転
の
速
さ
ゆ
え
に
、
時
々
の
要
請
に
応
じ
て
新
知
識
を
供
与
で
き
た
。
啓
蒙
記
事
が
望
ま
れ
た
の
は
開
国
後
の
短
期
間
で
あ
り
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の
雑
誌
は
明
治
初
頭
ま
で
そ
の
社
会
的
要
請
に
応
え
た
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
雑
誌
の
始
ま
り
と
い
え
ば
一
八
七
四
年
の
『
明
六
雑
誌
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
新
た
な
社
会
構
築
の
た
め
の
諸
議
論
は
、
幕
末
の
誕
生
間
も
な
い
雑
誌
に
そ
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
初
期
啓
蒙
雑
誌
は
そ
の
役
割
を
終
え
た
の
ち
、
明
治
期
に
な
っ
て
種
々
の
分
野
の
、
異
な
る
役
割
を
担
っ
た
雑
誌
へ
と
分
化
、
発
展
し
て
ゆ
く
。
幕
末
に
新
し
く
誕
生
し
た
雑
誌
と
い
う
形
態
は
、
啓
蒙
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
適
合
す
る
媒
体
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
本
論
で
は
従
前
の
雑
誌
史
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
雑
誌
誕
生
ま
で
の
経
緯
、
そ
の
社
会
的
役
割
を
提
示
し
た
。
清
国
で
西
洋
人
宣
教
師
が
試
み
た
啓
蒙
活
動
を
幕
末
日
本
で
は
日
本
人
洋
学
者
が
試
み
た
が
、
そ
の
際
、
清
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の
刊
行
物
を
模
範
と
し
て
西
洋
知
識
を
取
り
入
れ
た
。
そ
の
媒
体
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
雑
誌
で
あ
っ
た
。
最
初
の
雑
誌
出
版
者
で
あ
る
柳
河
は
、
著
述
家
、
翻
訳
家
、
編
集
者
、
書
肆
と
し
て
啓
蒙
に
尽
力
し
た
が
、
洋
学
所
教
913（398）
授
で
あ
り
、
所
員
た
ち
の
著
作
物
を
管
理
で
き
る
立
場
に
い
た
こ
と
が
、
編
集
を
真
髄
と
す
る
雑
誌
制
作
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
取
上
げ
た
幕
末
諸
誌
の
詳
細
な
内
容
検
討
や
、
福
澤
を
始
め
と
す
る
明
治
啓
蒙
と
の
比
較
検
討
に
つ
い
て
は
別
稿
で
扱
い
た
い
。
注
（
1
）　
幕
末
の
時
点
で
は
新
聞
、
雑
誌
の
区
別
は
未
確
定
だ
が
、
本
稿
で
は
萌
芽
期
の
新
聞
、
雑
誌
含
め
全
て
括
弧
無
し
で
表
記
す
る
。
（
2
）　
木
村
毅
『
現
代
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
研
究
』（
公
人
書
房
、
一
九
三
三
）
一
六
〇
│
一
頁
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
。
（
3
）　
幕
府
直
轄
洋
学
所
は
蕃
書
調
所
、
洋
書
調
所
、
開
成
所
と
名
称
変
更
し
た
が
、
本
稿
で
は
洋
学
所
で
統
一
す
る
。
（
4
）　
尾
佐
竹
猛
「『
西
洋
雑
誌
』
解
題
」（『
明
治
文
化
全
集　
第
五
巻
雑
誌
篇
』
明
治
文
化
研
究
会
編
、
日
本
評
論
社
、
一
九
五
五
）
八
頁
。
（
5
）　
吉
田
則
昭
「
雑
誌
文
化
と
戦
後
の
日
本
社
会
」（『
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
の
文
化
史
』
吉
田
則
昭
編
、
森
話
社
、
二
〇
一
二
）
一
四
頁
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
を
問
う
際
に
は
創
刊
年
月
を
記
す
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
あ
る
時
点
で
創
刊
さ
れ
、
ど
う
変
化
し
た
か
、
な
ぜ
そ
の
変
化
が
起
き
た
か
過
去
へ
問
い
か
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
6
）　
岡
野
他
家
夫
『
日
本
出
版
文
化
史
』（
春
歩
堂
、
一
九
五
九
）
五
二
頁
に
は
、
明
治
初
年
に
お
い
て
す
ら
新
聞
・
雑
誌
が
切
り
離
せ
な
い
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
7
）　
岡
野
他
家
夫
『
新
聞
学
』（
日
本
大
学
、
刊
行
年
不
詳
）
四
頁
、
等
。
（
8
）　
『
官
板
中
外
新
報
』、『
官
板
香
港
新
聞
』
等
だ
が
、
漢
文
に
訓
点
を
打
っ
て
日
本
版
を
制
作
す
る
こ
と
は
和
刻
と
も
言
う
が
、
本
稿
で
は
翻
刻
で
統
一
す
る
。
（
9
）　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
が
新
聞
史
上
で
は
半
ば
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
鈴
木
秀
三
郎
『
本
邦
新
聞
の
起
源
』（
ク
リ
オ
社
、
一
九
五
九
）、
小
野
秀
雄
『
新
聞
の
歴
史
』（
東
京
堂
、
一
九
六
一
）、
西
田
長
寿
『
明
治
時
代
の
新
聞
と
雑
誌
』（
至
文
堂
、
一
九
六
一
）、
同
『
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
史
研
究
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
九
）、
山
本
文
雄
『
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
史
（
増
補
）』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
）
等
。
（
10
）　
西
洋
文
明
と
欧
米
五
ヵ
国
の
紹
介
書
。
初
編
は
一
八
六
六
年
、
外
編
は
六
八
年
、
二
編
は
七
〇
年
刊
。
（
11
）　
福
澤
諭
吉
『
福
澤
諭
吉
全
集　
第
一
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
）
三
〇
四
│
五
頁
。
（
12
）　
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫
所
蔵
、
請
求
番
号
文
庫
一
〇
│
七
三
六
二
。
（
13
）　
長
い
時
で
原
紙
発
行
か
ら
日
本
版
発
行
ま
で
五
ヶ
月
以
上
、
名
称
が
変
わ
っ
た
『
海
外
新
聞
』
で
は
八
ヶ
月
以
上
の
間
隔
が
あ
っ
た
。
（
14
）　
本
稿
で
は
特
定
分
野
に
特
化
し
な
い
雑
誌
を
対
象
と
す
る
。
特
定
の
分
野
に
関
す
る
も
の
な
ら
、
例
え
ば
箕
作
阮
甫
編
訳
『
泰
西
名
医
彙
講
』（
一
八
三
六
│
）
は
医
学
系
学
術
雑
誌
の
走
り
と
も
言
え
る
が
、
定
期
性
の
意
図
が
伺
え
な
い
点
で
雑
誌
と
呼
ぶ
こ
と
は
難
し
い
。
（
15
）　
出
版
事
典
編
集
委
員
会
編
『
出
版
事
典
』（
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
七
一
）。
（
16
）　
西
田
長
寿
「
明
治
初
期
雑
誌
に
つ
い
て
」（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集　
第
五
巻
雑
誌
篇
』）
二
頁
。
（
17
）　
こ
の
点
に
関
し
て
は
朝
倉
治
彦
「
幕
末
明
治
に
お
け
る
新
聞
・
雑
誌
の
発
生
異
見
」
（『
四
日
市
大
学
論
集
』
第
一
巻
第
一
・
二
合
併
号
、
四
日
市
大
学
、
一
九
八
九
）
等
も
同
様
の
見
解
で
あ
る
。
（
18
）　
永
島
寛
一
『
雑
誌
論
入
門
』（
吾
妻
書
房
、
一
九
六
七
）
一
四
頁
。
（
19
）　
前
掲
「
明
治
初
期
雑
誌
に
つ
い
て
」
二
頁
、
前
掲
『
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
史
（
増
補
）』
八
頁
、
前
掲
「
幕
末
明
治
に
お
け
る
新
聞
・
雑
誌
の
発
生
異
見
」
二
〇
〇
頁
。
（
20
）　
神
長
倉
生
「
雑
誌
の
歴
史
」（『
日
本
一
』
第
四
巻
第
五
号
、
南
北
社
、
一
九
一
八
）、
千
葉
亀
雄
「
新
聞
雑
誌
の
発
達
」（『
解
放　
十
月
特
大
号
明
治
文
化
の
研
究
』
第
三
巻
第
十
号
、
大
鐙
閣
、
一
九
二
一
）。
（
21
）　
小
野
秀
雄
「
我
邦
新
聞
雑
誌
発
達
の
概
観
」（『
太
陽
創
業
四
〇
周
年
記
念
増
刊　
明
治
大
正
の
文
化
』
第
三
三
巻
第
八
号
、
博
文
館
、
一
九
二
七
）
三
七
九
│
八
一
頁
、
松
幕
末
に
お
け
る
「
雑
誌
」
誕
生
と
啓
蒙
（399）912
井
史
亨
「
明
治
大
正
新
聞
雑
誌
発
達
の
概
況
」（『
明
治
大
正
史　
第
五
巻
国
勢
篇
』
明
治
大
正
史
刊
行
会
、
実
業
之
世
界
社
、
一
九
二
九
）
八
│
九
頁
、
前
掲
『
現
代
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
研
究
』
一
五
六
│
七
頁
。
（
22
）　
前
掲
「
明
治
初
期
雑
誌
に
つ
い
て
」
二
頁
。
（
23
）　
本
稿
で
「
啓
蒙
」
と
い
う
用
語
は
「
広
く
民
衆
の
知
識
を
啓
発
し
、
個
人
と
し
て
の
自
覚
と
自
発
的
能
動
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
思
想
」
を
さ
す
一
般
的
概
念
と
し
て
用
い
る
。
参
照
：
植
手
通
有
『
日
本
近
代
思
想
の
形
成
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
）
一
一
一
頁
。
（
24
）　
前
掲
『
雑
誌
論
入
門
』
三
三
頁
。
（
25
）　
土
屋
礼
子
『
日
本
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
史
年
表
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
）
等
。
（
26
）　
大
澤
聡
「『
編
輯
』
と
『
綜
合
』　
研
究
領
域
と
し
て
の
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
」（
前
掲
『
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
の
文
化
史
』）
四
二
│
三
頁
で
は
、
雑
誌
研
究
に
関
し
、
そ
の
内
容
的
不
統
一
性
に
よ
り
研
究
者
の
関
心
・
力
能
に
依
存
し
、
個
人
芸
の
私
域
を
超
脱
せ
ず
、
分
析
方
針
の
共
有
を
欠
き
、
個
別
の
ケ
ー
ス
調
査
の
み
が
蓄
積
し
て
い
る
点
が
構
造
的
課
題
だ
と
評
さ
れ
て
い
る
。
（
27
）　
前
掲
『
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
史
（
増
補
）』
七
│
八
頁
。
（
28
）　
『
遐
邇
貫
珍
』、『
六
合
叢
談
』
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
先
行
研
究
が
あ
る
。
卓
南
生
「『
遐
邇
貫
珍
』（
一
八
五
三
│
五
六
）　
香
港
最
初
の
華
字
月
刊
紙
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
応
用
社
会
学
研
究
』
第
一
九
号
、
立
教
大
学
社
会
学
部
、
一
九
七
八
）、
同
「『
六
合
叢
談
』（
一
八
五
七
│
五
八
）　
上
海
最
初
の
華
字
月
刊
紙
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
応
用
社
会
学
研
究
』
第
二
三
号
、
立
教
大
学
社
会
学
部
、
一
九
八
二
）、
同
「
解
説　
官
板
華
字
新
聞
及
び
中
国
語
原
紙
に
つ
い
て
」（
北
根
豊
編
『
日
本
初
期
新
聞
全
集　
編
年
複
製
版
一
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
）、
吉
田
寅
「
宣
教
師
刊
行
中
国
語
的
刊
行
誌
の
中
国
版
と
日
本
版　
『
六
合
叢
談
』
の
史
料
的
考
察
」（『
立
正
史
学
』
第
八
二
号
、
立
正
大
学
史
学
会
、
一
九
九
七
）、
沈
国
威
編
『『
六
合
叢
談
』（
一
八
五
七
│
五
八
）
の
学
際
的
研
究　
付
・
語
彙
索
引
／
影
印
本
文
』（
白
帝
社
、
一
九
九
九
）
等
。
（
29
）　
先
行
す
る
雑
誌
『
察
世
俗
毎
月
統
記
伝
』（
一
八
一
五
│
二
一
、
マ
ラ
ッ
カ
で
刊
行
）
の
編
集
者
。W
illiam
 M
ilne
（
米
憐
）
一
七
八
五
│
一
八
二
二
、
ロ
ン
ド
ン
伝
道
協
会
宣
教
師
。
（
30
）　
巻
末
の
資
料
一
参
照
。
（
31
）　
一
八
五
三
│
六
年
に
香
港
で
メ
ド
ハ
ー
ス
トW
alter H
enry M
edhurst
漢
名
「
麦
都
思
」
が
刊
行
。
ヒ
リ
ヤ
ー 
（
当
時
香
港
植
民
地
政
府
の
最
高
法
官
）、
レ
ッ
グ
（
香
港
英
華
学
堂
校
長
）
が
引
継
い
だ
。
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫
所
蔵
、
請
求
番
号
文
庫
八
Ｃ
一
一
九
に
「
宇
田
川
氏
家
蔵
」
と
書
か
れ
た
写
本
で
、
六
丁
の
小
冊
子
（
約
一
九
×
一
四
㎝
）
が
あ
る
。
（
32
）　
卓
南
生
「
寧
波
に
お
け
る
最
初
の
近
代
華
字
新
聞　
『
中
外
新
報
』（
一
八
五
四
│
六
一
）
と
そ
の
日
本
版
に
つ
い
て
の
研
究
」（『
国
際
社
会
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
号
、
龍
谷
大
学
国
際
文
化
学
部
、
二
〇
〇
七
）
一
三
四
頁
に
よ
る
と
、
当
時
日
本
で
筆
写
さ
れ
た
華
字
紙
の
う
ち
最
も
広
く
流
布
し
写
本
も
多
い
の
が
こ
の
『
遐
邇
貫
珍
』
だ
と
い
う
。
（
33
）　
沈
国
威
、
内
田
康
市
編
『
近
代
啓
蒙
の
足
跡　
東
西
分
科
交
流
と
言
語
接
触
：『
智
環
啓
蒙
熟
課
初
歩
』
の
研
究　
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
一
九
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
）
八
二
頁
。
（
34
）　
前
掲
「『
遐
邇
貫
珍
』（
一
八
五
三
│
五
六
）　
香
港
最
初
の
華
字
月
刊
紙
に
つ
い
て
の
考
察
」
一
五
〇
│
三
頁
。
（
35
）　
原
誌
は
上
海
墨
海
書
院
刊
行
。
主
導
者
は
英
国
倫
敦
会
派
遣
の
ワ
イ
リ
ーA
lexan-
der W
ylee
漢
名
「
偉
烈
亜
力
」。
官
板
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
古
書
資
料
庫
所
蔵
、
請
求
番
号
ル
一
│
二
九
九
四
、
同
貴
重
書
庫
所
蔵
、
請
求
番
号
イ
八
│
二
四
九
。
卓
、
沈
、
吉
田
の
先
行
研
究
は
注
二
六
参
照
。
他
に
小
野
秀
雄
「
翻
刻
新
聞
雑
誌
の
原
書
に
つ
い
て
」（『
新
聞
学
評
論
』
第
一
号
、
日
本
新
聞
学
会
、
一
九
五
二
年
）。
（
36
）　
北
根
豊
編
『
日
本
初
期
新
聞
全
集　
編
年
複
製
版
一
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
年
）
一
頁
。
原
誌
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
（
37
）　
前
掲
『『
六
合
叢
談
』（
一
八
五
七
│
五
八
）
の
学
際
的
研
究　
付
・
語
彙
索
引
／
影
印
本
文
』
研
究
篇
一
八
│
二
七
頁
。
（
38
）　
前
掲
『『
六
合
叢
談
』（
一
八
五
七
│
五
八
）
の
学
際
的
研
究　
付
・
語
彙
索
引
／
影
印
本
文
』
解
題
三
五
頁
。
911（400）
（
39
）　
前
掲
「
寧
波
に
お
け
る
最
初
の
近
代
華
字
新
聞　
『
中
外
新
報
』（
一
八
五
四
│
六
一
）
と
そ
の
日
本
版
に
つ
い
て
の
研
究
」
一
三
一
頁
。
（
40
）　
原
誌
は
一
八
六
二
│
八
年
に
上
海
で
英
国
倫
敦
会
宣
教
師
マ
ク
ガ
バ
ンJohn M
ac-
gow
on
漢
名
「
麥
嘉
湖
」
が
刊
行
。
官
板
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
古
書
史
料
庫
所
蔵
、
請
求
番
号
イ
七
│
三
三
二
。
北
根
豊
編
『
日
本
初
期
新
聞
全
集　
編
年
複
製
版
二
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
年
）
に
は
七
号
全
部
の
縮
刷
と
一
部
の
み
和
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
41
）　
官
板
で
は
な
い
が
、
幕
府
直
轄
洋
学
所
の
教
授
陣
が
テ
キ
ス
ト
用
と
し
て
執
筆
す
る
な
ど
官
板
と
似
た
役
割
を
果
た
す
も
の
を
、
本
稿
で
は
準
官
板
と
呼
ぶ
。
幕
末
に
次
第
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
（
42
）　
前
掲
「
幕
末
明
治
に
お
け
る
新
聞
・
雑
誌
の
発
生
異
見
」
一
九
五
頁
。
（
43
）　
十
九
世
紀
初
頭
に
ロ
ン
ド
ン
で
評
判
だ
っ
た
「
ペ
ニ
ー
マ
ガ
ジ
ン
」
を
模
倣
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
刊
行
さ
れ
た
廉
価
か
つ
有
益
を
看
板
と
す
る
大
衆
向
け
知
識
啓
蒙
月
刊
誌
。
一
八
三
四
│
八
五
年
。（
参
考
：
日
蘭
学
会
編
『
洋
学
史
事
典
』
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
四
、「
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ツ
セ
・
マ
ガ
ゼ
イ
ン
」）。
（
44
）　
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
古
書
資
料
庫
所
蔵
、
請
求
番
号
イ
四
│
三
一
六
五
。
（
45
）　
主
導
者
で
あ
っ
た
古
賀
謹
一
郎
が
異
動
に
な
っ
た
た
め
月
刊
誌
発
行
計
画
が
頓
挫
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
（
46
）　
前
掲
『
洋
学
史
事
典
』
二
一
八
│
九
頁
。
（
47
）　
こ
の
割
合
は
四
巻
全
体
三
九
五
頁
に
占
め
る
割
合
を
示
す
。
（
48
）　
『
官
板
バ
タ
ビ
ヤ
新
聞
』
の
記
事
は
初
心
者
向
け
の
説
明
も
少
な
く
、
日
本
の
庶
民
向
け
に
し
て
は
や
や
難
解
だ
と
思
わ
れ
る
。
（
49
）　
柳
河
春
三
編
著
、
槌
田
満
文
解
説
『
西
洋
雑
誌　
柳
河
春
三
資
料
』（
湖
北
社
、
一
九
八
五
年
）。
原
本
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫
所
蔵
、
請
求
番
号
イ
七
│
八
二
。
（
50
）　
前
掲
『
西
洋
雑
誌　
柳
河
春
三
資
料
』
三
四
│
五
頁
。
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。
以
下
同
様
。
（
51
）　
前
掲
『
西
洋
雑
誌　
柳
河
春
三
資
料
』
二
頁
の
巻
一
の
序
。
以
下
同
様
。
（
52
）　
特
許
に
つ
い
て
は
福
澤
諭
吉
『
西
洋
事
情
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
神
田
論
文
の
ほ
う
が
先
に
発
表
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
槌
田
氏
は
述
べ
て
い
る
（
槌
田
満
文
「
柳
河
春
三
資
料
解
説
」
前
掲
『
西
洋
雑
誌　
柳
河
春
三
資
料
』
一
九
五
頁
）。
（
53
）　
他
に
も
柳
河
は
中
国
舶
来
書
『
智
環
啓
蒙
』
を
、
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
説
明
し
た
部
分
を
全
く
削
除
せ
ず
に
翻
刻
・
出
版
し
た
。
（
54
）　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
論
文
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
洋
学
統
制
と
啓
蒙
活
動　
洋
学
所
に
お
け
る
書
籍
検
閲
・
官
板
出
版
と
柳
河
春
三
に
よ
る
啓
蒙
活
動
」（
修
士
論
文
、
二
〇
一
八
）
で
論
じ
た
。
（
55
）　
前
掲
『
雑
誌
論
入
門
』
一
二
頁
。
（
56
）　
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
古
書
資
料
庫
所
蔵
、
請
求
番
号
ヲ
六
│
三
一
六
六
。
大
き
さ
は
『
官
板
六
合
叢
談
』、『
西
洋
雑
誌
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
前
掲
『
近
代
啓
蒙
の
足
跡　
東
西
文
化
交
流
と
言
語
接
触
：「
智
環
啓
蒙
熟
課
初
歩
」
の
研
究
』、
八
耳
俊
文
「
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
の
漢
訳
西
洋
科
学
書
の
成
立
と
日
本
へ
の
影
響
」（『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書
八　
科
学
技
術
』
吉
田
忠
他
編
、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
八
）
に
「
舶
来
書
籍
」
の
一
部
へ
の
言
及
が
あ
る
が
、
そ
の
他
に
先
行
研
究
は
な
い
。
（
57
）　
『
西
洋
将
棋
指
南
』（
一
八
六
九
）、『
写
真
鏡
図
説
』（
一
八
七
〇
）。
（
58
）　
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫
所
蔵
、
請
求
番
号
文
庫
八
│
Ｃ
三
〇
七
。
約
一
八
×
一
二
㎝
で
『
西
洋
雑
誌
』
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
巻
一
は
二
六
丁
、
巻
二
は
二
四
丁
、
巻
三
は
未
見
。
（
59
）　
前
掲
「
明
治
初
期
雑
誌
に
つ
い
て
」
二
頁
。
（
60
）　
前
掲
『
日
本
近
代
思
想
の
形
成
』
一
六
八
頁
。
（
61
）　
前
掲
『
西
洋
事
情
』
二
三
頁
。
（
62
）　
前
掲
『
西
洋
事
情
』
二
九
頁
。
幕
末
に
お
け
る
「
雑
誌
」
誕
生
と
啓
蒙
（401）910
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→
◎
5
報
新
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中
⑧
⑤
→
⑫
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聞
新
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香官
板
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聞
①
②
官
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新
聞
⑧
⑨
日
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聞
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④
日
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聞
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⑥
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叢
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官
◎
→
?
◎
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官
板
中
外
襍
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⑥
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⑪
官
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玉
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志
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◎
西
洋
雑
誌
⑩
→
④
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資
料
一
》
　
　
幕
末
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新
聞
・
雑
誌
発
行
期
間
1854
1855
1856
1857
1858
1859
1860
1861
1862
1863
1864
1865
1866
1867
1868
参
考
：
北
根
豊
編
『
日
本
初
期
新
聞
全
集
 編
年
複
製
版
一
～
四
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
～
七
年
）
、
日
蘭
学
会
『
洋
学
史
事
典
』
（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
八
四
年
）
、
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
巻
一
、
二
、
（
世
界
文
庫
、
一
九
六
一
年
）
。
そ
の
他
卓
南
生
、
吉
田
寅
、
小
野
秀
雄
、
沈
国
威
の
関
連
文
献
。
表
の
灰
色
横
棒
は
原
紙
（
誌
）
が
清
国
あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
で
発
行
さ
れ
て
い
た
期
間
を
示
す
。
横
棒
中
の
数
字
は
現
地
で
の
創
刊
月
及
び
停
刊
月
、
丸
囲
み
数
字
は
日
本
版
の
創
刊
月
及
び
停
刊
月
。
数
字
非
表
示
は
月
が
不
明
の
場
合
。
◎
は
月
が
不
明
で
年
の
み
を
表
す
。
『
官
板
玉
石
志
林
』
は
雑
誌
で
は
な
い
が
原
誌
は
雑
誌
で
あ
り
当
初
雑
誌
と
し
て
刊
行
予
定
で
あ
っ
た
。
